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(57)【要約】
【課題】
　スロットル開度指令に対してスロットルがオーバーシ
ュートすることがないばかりかスロットル開度の収束時
間も短くする電子制御スロットル制御装置を提供する。
【解決手段】
　電子制御ユニット（ＥＣＵ）により算出される前記ス
ロットル制御出力指令が、前記スロットル開度指令とス
ロットル開度検出信号の差であるスロットル開度偏差か
ら算出したスロットル主制御指令と、スロットル開度偏
差と係数の積を積分した値であるスロットル補正制御指
令から算出される電子制御スロットル制御装置において
、前記スロットル補正制御指令を算出する係数をスロッ
トルの加速状態と減速状態とスロットル偏差が小さい状
態との駆動状態により変化させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スロットルバルブの開度をスロットル開度信号として検出するスロットル開度センサと
、車両の運転状況によりスロットル開度指令を算出し、前記スロットル開度指令と前記ス
ロットル開度信号とに基いてスロットルボディの吸気管路に設けたスロットルバルブを目
標開度位置に開閉動作させる制御出力指令を算出する電子制御ユニット（ＥＣＵ）と、前
記電子制御ユニット（ＥＣＵ）から出力される制御出力指令信号によりスロットルバルブ
を開閉動作させるアクチュエータとを有し、
　前記電子制御ユニット（ＥＣＵ）により算出される前記制御出力指令が、前記スロット
ル開度指令と前記スロットル開度検出信号の差であるスロットル開度偏差から算出したス
ロットル主制御指令と、前記スロットル開度偏差と係数の積を積分した値であるスロット
ル補正制御指令から算出される電子制御スロットル制御装置において、
　前記スロットル補正制御指令を算出する係数をスロットルの加速状態と減速状態、およ
び前記スロットル開度偏差小の状態による駆動状態により変化させることを特徴とする電
子制御スロットル制御装置。
【請求項２】
　前記スロットル補正制御指令を算出する係数を、前記スロットル開度偏差およびスロッ
トル主制御指令が何れも正である場合、前記スロットル開度偏差およびスロットル主制御
指令が何れも負である場合を加速状態とし、それ以外を減速状態、また、スロットル開度
偏差が一定値以下になったときを開度偏差小状態としてスロットルバルブの駆動状態によ
り変化させることを特徴とする請求項１記載の電子制御スロットル制御装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用エンジンの吸気系に設置されるスロットルを電子制御システムによっ
て開閉動作させる電子制御スロットル制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、車両の燃費や走行性能の向上を図る目的で、エンジン制御を高精度に行うた
めに、スロットルを運転者のアクセル操作により機械的に開閉動作させる代わりに、電子
式制御システムを用いて電子的に開閉動作させる電子制御スロットル制御装置が普及して
おり、例えば特開平５－２４００７３号公報、特開２００８－３８８７２号公報などに記
載されている。
【０００３】
　この電子制御スロットル制御装置は、図１に示すように、スロットルバルブ１の開度を
スロットル開度信号として検出するスロットル開度センサ２と、車両の運転状況によりス
ロットル開度指令を算出し、前記スロットル開度指令とスロットル開度信号とに基いてス
ロットルボディ３の吸気管路４に設けたスロットルバルブ１を目標開度位置に開閉動作さ
せる制御出力指令信号を算出する電子制御ユニット（ＥＣＵ）５と、前記電子制御ユニッ
ト（ＥＣＵ）５から出力される制御出力指令信号によりスロットルバルブ１を開閉動作さ
せるアクチュエータ６とを有し、図４に示すように前記電子制御ユニット（ＥＣＵ）によ
り算出される前記制御出力指令信号が、前記スロットル開度指令と前記スロットル開度検
出信号の差であるスロットル開度偏差から算出したスロットル主制御指令と、前記スロッ
トル開度偏差と係数の積を積分した値であるスロットル補正制御指令から算出されるもの
である。
【０００４】
　ところが、前記従来の電子制御スロットル制御装置は、スロットル弁が駆動する全期間
において積分の演算をするものであり、スロットル開度偏差が大きい時の影響によるスロ
ットル補正制御指令の過大が生じることになる。
【０００５】
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　従って、図５に示すように、スロットル開度指令に対してスロットルがオーバーシュー
トしやすくなるという問題があった。また、オーバーシュートが発生することでスロット
ル開度の収束時間も長くなるという問題もあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平５－２４００７３号公報
【特許文献２】特開２００８－３８８７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記従来の電子制御スロットル制御装置が有する問題点に着目してなされた
ものであり、スロットル開度指令に対してスロットルがオーバーシュートすることがない
ばかりかスロットル開度の収束時間も短くすることを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するためになされた本発明である電子制御スロットル制御装置は、スロ
ットルバルブの開度をスロットル開度信号として検出するスロットル開度センサと、車両
の運転状況によりスロットル開度指令を算出し、前記スロットル開度指令と前記スロット
ル開度信号とに基いてスロットルボディの吸気管路に設けたスロットルバルブを目標開度
位置に開閉動作させる制御出力指令を算出する電子制御ユニット（ＥＣＵ）と、前記電子
制御ユニット（ＥＣＵ）から出力される制御出力指令信号によりスロットルバルブを開閉
動作させるアクチュエータとを有し、前記電子制御ユニット（ＥＣＵ）により算出される
前記制御出力指令が、前記スロットル開度指令と前記スロットル開度検出信号の差である
スロットル開度偏差から算出したスロットル主制御指令と、前記スロットル開度偏差と係
数の積を積分した値であるスロットル補正制御指令から算出される電子制御スロットル制
御装置において、スロットル補正制御指令を算出する係数をスロットルの加速状態と減速
状態、スロットル開度偏差小の状態による駆動状態により変化させることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明において、前記スロットル補正制御指令を算出する係数を、前記スロット
ル開度偏差およびスロットル補正制御指令が何れも正である場合、前記スロットル開度偏
差およびスロットル補正制御指令が何れも負である場合を加速状態、それ以外を減速状態
、スロットル開度偏差が一定値以下の時を偏差小状態としてスロットルの駆動状態により
変化させると好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、スロットル開度指令に対してスロットルがオーバーシュートすること
がないばかりかスロットル開度の収束時間も短くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の好ましい実施の形態および従来の電子制御スロットル制御装置の構成を
示す概略図。
【図２】図１に示した実施の形態における制御出力指令信号の算出手段を示すブロック図
。
【図３】図１に示した実施の形態におけるスロットル開度偏差および補正制御指令の時間
的変化を示す関係図。
【図４】図１に示した従来例における制御出力指令信号の算出手段を示すブロック図。
【図５】図１に示した従来例におけるスロットル開度偏差および補正制御指令の時間的変
化を示す関係図。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　以下に、図面を参照しながら本発明を実施するための形態を説明する。
【００１３】
　図１は、本発明である電子制御スロットル制御装置における好ましい実施の形態を示す
ものであり、全体の構成はほぼ従来例と同じく、スロットルバルブ１の開度をスロットル
開度信号として検出するスロットル開度センサ２と、車両の運転状況によりスロットル開
度指令を算出し、前記スロットル開度指令とスロットル開度信号とに基いてスロットルボ
ディ３の吸気管路４に設けたスロットルバルブ１を目標開度位置に開閉動作させる制御出
力指令信号を算出する電子制御ユニット（ＥＣＵ）５と、前記電子制御ユニット（ＥＣＵ
）５から出力される制御出力指令信号によりスロットルを開閉動作させるアクチュエータ
６とを有し、図２に示すように前記電子制御ユニット（ＥＣＵ）により算出される前記制
御出力指令が、前記スロットル開度指令と前記スロットル開度検出信号の差であるスロッ
トル開度偏差から算出したスロットル主制御指令と、前記スロットル開度偏差と係数の積
を積分した値であるスロットル補正制御指令から算出されるものである点については前記
従来例と同様である。
【００１４】
　殊に、前記従来の図４と異なる点は、スロットル補正制御指令の算出時に使用する係数
の値をスロットルの駆動状態により変化させる点を変更している点であり、具体的にはス
ロットル駆動状態が、スロットル開度偏差が正かつスロットル主制御指令値が正のとき、
またはスロットル開度偏差が負かつスロットル主制御指令値が負のときをスロットル加速
状態、それ以外のときをスロットル減速状態とする。また、スロットル開度が開度指令に
近づき、開度偏差が一定値以下となったときを偏差小状態とする。
【００１５】
　そして、前記３つの状態に従い、積分計算を行う際に使用する係数の値を、加速状態の
ときは係数を小さく、減速状態の時は中程度の値とし、偏差小状態の時は大きくと変化さ
せて、スロットル補正制御指令を求め、求めた主制御指令とスロットル駆動状態を考慮し
た補正制御指令から制御出力指令信号を算出し、スロットルを駆動するものである。
【００１６】
　その結果、図３に示したようにスロットル開度偏差と補正制御指令の時間的変化をスロ
ットルの駆動状態で積分を行う際の係数を切り替えることで、開度偏差が大きいときの補
正制御指令への影響を小さくすることができ、これにより補正制御指令の過大が生じない
ため、スロットルがオーバーシュートしにくくなり、また、開度偏差が小さくなったとき
に素早く開度指令へと近づけることができるため、スロットル開度の収束時間が短くなる
。
【符号の説明】
【００１７】
　１　スロットルバルブ、２　スロットル開度センサ、３　スロットルボディ、４　吸気
管路、５　電子制御ユニット（ＥＣＵ）、６　アクチュエータ
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